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図１ アンケート震度分布図（本震）   図２ アンケート震度分布図（余震）

図３ アンケート震度差分布      図４ 本震アンケート震度－計測震度 



 
図５ (a) 震央と観測点分布。(b) 速度波形（左：本震、右：最大余震；）URH では最大余

震を欠測）。(c) S 波スペクトル比（本震／最大余震） 
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図６．a）余震観測を行った

地域，b)直別地域の観測点

の位置，c)豊頃の観測点の

位置 d) 大樹の観測点の位

置 e)大津の観測点位置  
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図７ 直別で観測された余震の速度波形と CBT2に対するス

ペクトル比  
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図８ 豊頃で観測された余震の速度波形と TYK5 に対するス

ペクトル比 
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図１０ TYK1 のスペクトル

比と図５のモデルに対する

増幅特性の比較 
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図１１ 大樹町で観測さ

れた余震の TIK1 に対する

スペクトル比 

図１２ TPSに対する OFS

のスペクトル比の例（2003

年 12月 22日 17時の地震）
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図１４ 微動の位相速度の比

較． 

図１３ 微動アレイ

観測の位置  
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図１５ 位相速度の

逆解析から得られた

Ｓ波速度構造 

図１６ 図１５のモデル

に対するＳ波の増幅特性 
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図１７ 年齢性別負傷率 
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図１８ 震度と散乱程度 

図１９ 負傷時期と原因 
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図２０ 家具数・部屋形状と危険領域

図２１ 地震時の行動種別頻度分布 
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図２３ 1952 年と 2003 年十勝沖地震による強震動記録の比較。 

 

 事例 28－浦河町 28 危険領域内にもかかわらず負傷回避 

性別 

女 

人的情報 

a 

b 
男  

年齢 
42  

39  

領域分類 
危険 
危険 

負傷の有無

なし 
なし 

地震時の行動・負傷しなかった理由 
Ａ－揺れ最中、落ちそうなパソコンやプリンターを両手両足で
押さえる。 
Ｂ－タンスの上のガラスケースが落ちると思い、押さえようと立
ち上がる。その直後に後ろのタンスが倒れる。 

建物形式     戸建住宅 
建設年      昭和 31～45年 
主構造      木造在来工法 
階数       1 
総床面積     154.51㎡ 
家具数／単位面積 0.75 
 
 
本震アンケート震度 5.4 
余震アンケート震度 5.2 
破壊パターン    Ｄ1 
室内散乱      大 

建物情報 

被害情報 

行動表 
本震直前 本震最中 本 震直 後

a 

b 

寝 

寝 
タンスが倒れる 

パソコンなどを押さえる 子供を助けに 

居間へ ガラスケースを押さえる 

図２２ 事例カルテ 


